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は 

し 

が 

き
（
第
三
次
改
訂
版
）

　

本
書
は
わ
が
国
に
お
け
る
地
方
自
治
、
地
方
公
共
団
体
の
行
財
政
に
関
す
る
諸
制
度
の
基
盤
と
な
る
「
地
方
自
治
制
度
」、「
地
方

公
務
員
制
度
」
お
よ
び
「
地
方
財
政
制
度
」
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
記
述
し
、
一
冊
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

明
治
維
新
後
の
地
方
制
度
と
し
て
市
制
町
村
制
、
府
県
制
が
制
定
さ
れ
て
か
ら
約
一
三
○
年
が
、
ま
た
、
日
本
国
憲
法
と
と
も
に

地
方
自
治
法
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
約
七
○
年
が
経
過
し
、
わ
が
国
の
地
方
自
治
は
変
遷
を
重
ね
な
が
ら
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
平
成

一
二
年
四
月
に
は
「
地
方
分
権
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
」（
地
方
分
権
一
括
法
）
が
施
行
さ
れ
、

改
革
の
端
緒
が
開
き
ま
し
た
。
地
方
分
権
改
革
は
、
明
治
維
新
、
戦
後
改
革
に
次
ぐ
「
第
三
の
改
革
」
と
さ
れ
、
国
と
地
方
の
関
係

を
「
上
下
・
主
従
」
の
関
係
か
ら
「
対
等
・
協
力
」
の
関
係
に
転
換
し
、
分
権
型
の
社
会
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

地
方
分
権
一
括
法
に
よ
り
、
地
方
自
治
法
を
は
じ
め
地
方
財
政
法
、
地
方
税
法
な
ど
地
方
自
治
の
基
本
と
な
る
法
律
が
改
正
さ
れ

ま
し
た
。
地
方
自
治
法
に
お
い
て
は
、
国
と
地
方
公
共
団
体
と
の
役
割
分
担
の
明
確
化
、
機
関
委
任
事
務
制
度
の
廃
止
と
事
務
区
分

の
再
構
成
、
国
等
の
関
与
の
あ
り
方
の
見
直
し
な
ど
、
そ
の
核
心
的
な
部
分
に
つ
い
て
大
き
な
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
二
〇
年
が
経
過
し
、
こ
の
間
、
平
成
の
市
町
村
合
併
、
地
方
税
財
政
に
か
か
る
三
位
一
体
の
改
革
な
ど
が
実
施
さ
れ
、

引
き
続
き
、
地
方
分
権
改
革
、
地
方
創
生
の
取
組
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
地
方
公
共
団
体
は
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の

進
行
、
住
民
の
価
値
観
の
多
様
化
、
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
、
大
規
模
災
害
や
感
染
症
の
発
生
な
ど
の
諸
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。　

地
方
公
共
団
体
と
そ
の
職
員
が
、
住
民
を
は
じ
め
地
域
の
多
様
な
主
体
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
課
題
の
解
決
を
め
ざ
す
た
め
に
は
、

地
域
の
自
主
性
・
自
立
性
を
い
っ
そ
う
高
め
て
「
真
の
地
方
自
治
」
を
実
現
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
国
と
地
方
の
役
割
分
担
の

見
直
し
、
権
限
移
譲
と
地
方
税
財
源
の
充
実
確
保
、
住
民
自
治
の
拡
充
な
ど
今
後
も
取
り
組
む
べ
き
改
革
項
目
が
多
く
あ
り
ま
す
。
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本
書
の
記
述
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
の
よ
う
な
観
点
に
立
っ
て
、
三
つ
の
分
野
に
わ
た
る
制
度
の
意
義
や
仕
組
み
に
つ
い
て
わ
か
り

や
す
く
記
述
す
る
と
と
も
に
、
最
近
の
地
方
自
治
や
地
方
分
権
改
革
を
め
ぐ
る
動
向
に
つ
い
て
も
紹
介
す
る
よ
う
心
が
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
読
者
に
よ
る
内
容
の
理
解
や
発
展
的
な
学
習
に
役
立
つ
よ
う
に
、
①
本
文
中
に
小
見
出
し
を
多
く
設
け
、
各
項
目
の
説
明

内
容
の
ポ
イ
ン
ト
を
示
す
こ
と
、
②
制
度
の
根
拠
と
な
る
法
令
の
規
定
（
条
項
号
）
を
詳
し
く
掲
げ
る
こ
と
、
③
各
制
度
の
関
連
に

つ
い
て
、
項
目
相
互
問
の
参
照
に
よ
り
示
す
こ
と
な
ど
の
記
述
上
の
工
夫
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
書
は
、『
分
権
時
代
の
職
員
研
修
基
礎
講
座
２
』（
平
成
一
二
年
七
月
初
版
発
行
、
二
度
の
改
訂
）
の
改
題
新
版
と
し
て
、
平
成

一
八
年
に
初
版
を
上
梓
し
た
も
の
で
（
こ
こ
ま
で
は
、
山
谷　

成
夫
氏
と
の
分
担
執
筆
。
同
氏
は
、
平
成
一
九
年
八
月
に
ご
逝
去
）、

地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
職
員
研
修
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
使
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
地
方
公
共
団
体
の
職
員
や
議
員
の
み
な
さ
ん
、

わ
が
国
の
地
方
自
治
や
地
方
分
権
改
革
の
動
向
に
関
心
を
お
持
ち
の
方
々
に
も
概
説
書
と
し
て
活
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
改
訂
は
、
第
二
次
改
訂
版
の
発
行
（
平
成
二
七
年
一
〇
月
）
か
ら
五
年
ぶ
り
と
な
り
ま
す
。
令
和
二
年
六
月
現
在
の

状
況
を
区
切
り
と
し
て
、
そ
の
間
に
お
け
る
地
方
自
治
法
、
地
方
公
務
員
法
、
地
方
財
政
法
、
地
方
税
法
な
ど
関
係
法
令
の
改
正
、

地
方
分
権
改
革
の
推
進
状
況
な
ど
の
内
容
を
加
え
る
と
と
も
に
、
記
述
の
全
般
に
わ
た
る
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
書
が
、
真
の
地
方
自
治
の
確
立
を
め
ざ
す
論
議
と
実
践
の
た
め
に
、
い
さ
さ
か
で
も
寄
与
で
き
れ
ば
望
外
の
喜
び
で
す
。

令
和
二
年
九
月

川　

村　
　

毅
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●
凡
　
例

　

本
書
に
使
用
し
た
法
令
名
の
略
語
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
般
社
団
・
財
団
法
人
法

一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律

外
国
派
遣
法

外
国
の
地
方
公
共
団
体
の
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
一
般
職
の
地
方
公
務
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
法
律

合
併
法

市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
（
平
成
一
六
年
法
律
第
五
九
号
）

旧
合
併
法

市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
〇
年
法
律
第
六
号
）

教
特
法

教
育
公
務
員
特
例
法

行
訴
法

行
政
事
件
訴
訟
法

行
審
法

行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
六
年
法
律
第
六
八
号
）

国
地
方
協
議
法

国
と
地
方
の
協
議
の
場
に
関
す
る
法
律

憲
法

日
本
国
憲
法

公
益
的
法
人
派
遣
法

公
益
的
法
人
等
へ
の
一
般
職
の
地
方
公
務
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
法
律

公
選
法

公
職
選
挙
法

交
付
税
法

地
方
交
付
税
法

国
公
法

国
家
公
務
員
法

自
治
法

地
方
自
治
法

住
基
法

住
民
基
本
台
帳
法

税
制
抜
本
改
革
法
（
国
）

社
会
保
障
の
安
定
財
源
の
確
保
等
を
図
る
税
制
の
抜
本
的
な
改
革
を
行
う
た
め
の
消
費
税
法
の
一
部
を

改
正
す
る
等
の
法
律
（
平
成
二
四
年
法
律
第
六
八
号
）

税
制
抜
本
改
革
法
（
地
方
）

社
会
保
障
の
安
定
財
源
の
確
保
等
を
図
る
税
制
の
抜
本
的
な
改
革
を
行
う
た
め
の
地
方
税
法
及
び
地
方

交
付
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
四
年
法
律
第
六
九
号
）
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第
一
次
～
第
一
〇
次

改
革
推
進
一
括
法

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す

る
法
律
（
第
一
次
：
平
成
二
三
年
法
律
第
三
七
号
、
第
二
次
：
平
成
二
三
年
法
律
第
一
〇
五
号
、
第
三

次
：
平
成
二
五
年
法
律
第
四
四
号
、
第
四
次
：
平
成
二
六
年
法
律
第
五
一
号
、
第
五
次
：
平
成
二
七
年

法
律
第
五
〇
号
、
第
六
次
：
平
成
二
八
年
法
律
第
四
七
号
、
第
七
次
：
平
成
二
九
年
法
律
第
二
五
号
、

第
八
次
：
平
成
三
〇
年
法
律
第
六
六
号
、
第
九
次
：
令
和
元
年
法
律
第
二
六
号
、
第
一
〇
次
：
令
和
二

年
法
律
第
四
一
号
）

地
教
法

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律

地
共
法

地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法

地
公
育
休
法

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律

地
公
企
法

地
方
公
営
企
業
法

地
公
災
法

地
方
公
務
員
災
害
補
償
法

地
公
法

地
方
公
務
員
法

地
公
労
法

地
方
公
営
企
業
等
の
労
働
関
係
に
関
す
る
法
律

地
財
健
全
化
法

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律

地
財
法

地
方
財
政
法

地
税
法

地
方
税
法

地
方
独
法
法

地
方
独
立
行
政
法
人
法

地
方
分
権
一
括
法

地
方
分
権
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律

任
期
付
研
究
員
法

地
方
公
共
団
体
の
一
般
職
の
任
期
付
研
究
員
の
採
用
等
に
関
す
る
法
律

任
期
付
職
員
法

地
方
公
共
団
体
の
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
に
関
す
る
法
律

農
委
法

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律

平
成
一
六
年
合
併
法

市
町
村
の
合
併
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
二
年
法
律
第
一
〇
号
）

に
よ
る
改
正
前
の
市
町
村
の
合
併
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
一
六
年
法
律
第
五
九
号
）



v 

分
権
法

地
方
分
権
推
進
法

労
基
法

労
働
基
準
法

労
組
法

労
働
組
合
法

労
調
法

労
働
関
係
調
整
法

法
…
…
法
律　
　

令
…
…
施
行
令　
　

則
…
…
施
行
規
則

一
・
二　

条
数
を
示
す　
　

Ⅰ
・
Ⅱ　

項
数
を
示
す　
　

①
・
②　

号
数
を
示
す
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第
一
章　

地
方
自
治
と
は
何
か

第
一
節　

地
方
自
治
の
意
義

私
た
ち
の
毎
日
の
生
活
を
考
え
て
み
る
と
、
朝
起
き
て
顔
を
洗
う
と
き
、
そ
の
水
は
市
町
村
や
都
道
府
県
が
経
営

す
る
水
道
の
水
で
あ
り
、
洗
顔
後
の
汚
水
は
市
町
村
が
経
営
す
る
下
水
道
に
流
れ
込
ん
で
処
理
さ
れ
る
。
家
の
外

へ
出
る
と
、
都
道
府
県
や
市
町
村
が
管
理
し
て
い
る
道
路
を
通
り
、
多
く
の
小
中
学
生
は
市
町
村
立
の
学
校
へ
、
高
校
生
は
都
道
府
県
立

の
高
校
へ
通
う
。
安
心
し
て
外
出
で
き
る
の
は
都
道
府
県
の
警
察
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
と
も
い
え
る
し
、
火
事
が
起
き
た
り
急
病
人
が
出

た
り
し
た
場
合
に
は
市
町
村
の
消
防
の
お
世
話
に
な
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
ご
み
の
収
集
・
処
理
、
保
育
所
・
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
設
置
・
運
営
、
高
齢
者
の
介
護
、
病
気
を
し
た
と
き
の
国
民
健
康

保
険
や
都
道
府
県
立
・
市
町
村
立
の
病
院
に
よ
る
医
療
な
ど
、
都
市
型
社
会
へ
移
行
し
た
現
在
の
私
た
ち
の
生
活
は
、
市
町
村
や
都
道
府

県
の
提
供
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
な
け
れ
ば
、
一
日
も
な
り
た
た
な
い
。

　

さ
ら
に
、
快
適
で
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
の
都
市
計
画
の
決
定
や
建
築
行
為
の
規
制
、
豊
か
な
生
活
を
め
ざ
し
て
行
わ

れ
る
農
林
水
産
業
や
商
工
業
の
振
興
、
災
害
防
止
の
た
め
の
治
山
治
水
、
住
民
だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
す
る
各
種
の
福
祉

施
策
な
ど
も
、
市
町
村
や
都
道
府
県
の
重
要
な
事
務
や
事
業
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
住
民
生
活
に
密
接
に
か
か
わ
る
地
域
公
共
の
た
め
の
事
務
や
事
業
を
行
う
こ
と
を
、
地
方
行
政
と
い
う
。

　

国
家
の
中
で
営
ま
れ
る
地
方
行
政
の
方
式
に
は
、
大
別
す
る
と
、
次
の
二
と
お
り
の
も
の
が
あ
る
。

地
方
自
治
の
意
味
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